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村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 
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「源泉かけ流し宣言」十津川温泉郷
世界遺産登録「紀伊山地の霊場と参詣道」
「源泉かけ流し宣言」十津川温泉郷

世界遺産登録「紀伊山地の霊場と参詣道」

十
津
川

村
報

ダブル10周年ダブル10周年

第9回市町村対抗子ども駅伝大会で十津川村チームが村の部で3位入賞（14ページ）
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復
興
計
画
の
短
期
復
興
期
間
が

終
わ
り
、平
成
26
年
度
か
ら
中
期
復

興
期
間
に
入
り
ま
す
。
紀
伊
半
島

大
水
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、災
害
か

ら
村
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
財
産
を

守
る
た
め
、一
層
の
防
災
対
策
の
強

化
に
努
め
ま
す
。
安
全
安
心
で
、こ

れ
ま
で
以
上
に
活
気
あ
ふ
れ
る
村
を

目
指
し
ま
す
。

　
　
　

政
策
目
標
１

　

林
道
、治
山
、河
川
な
ど
災
害
に

強
い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
。
２
次
避
難

所
の
防
災
資
機
材
整
備
、災
害
備
蓄

品
の
購
入
。
避
難
所
で
あ
る
旧
上

野
地
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
改
修

工
事
設
計
業
務
委
託
。
自
主
防
災

組
織
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
、地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
。

政
策
目
標
２

　

旧
平
谷
小
学
校
跡
に
建
設
す
る

南
部
３
小
学
校
統
合
校
の
旧
校
舎

解
体
工
事
・
敷
地
造
成
工
事
、平
成

29
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、平
成
27

年
度
に
校
舎
の
新
築
工
事
に
着
手

予
定
。

　

十
津
川
高
等
学
校
創
立
１
５
０

周
年
記
念
式
典
の
支
援
。
十
津
川

高
等
学
校
の
教
育
の
振
興
支
援
を

継
続
。

政
策
目
標
３

　

高
齢
者
が
地
域
で
住
み
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
集
落
で
お
互
い
に
助
け

合
い
、支
え
合
う
暮
ら
し
の
実
現
に

向
け「
高
森
の
い
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
基
本
計
画
を
検
討
。

　

介
護
予
防
事
業
の
充
実
、生
き
が

い
活
動
支
援
事
業
や
在
宅
介
護
支

援
事
業
の
継
続
。

　

診
療
所
の
医
療
体
制
は
、４
月
か

ら
医
師
３
名
体
制
。
小
原
診
療
所

は
、午
前
中
常
時
医
師
２
名
体
制
、

月
２
回
土
曜
日
午
前
中
の
一
般
診

療
、五
百
瀬
な
ど
村
内
３
か
所
で
出

張
診
療
。
上
野
地
診
療
所
の
診
察

時
間
延
長
。
紀
伊
半
島
大
水
害
で

被
災
さ
れ
た
方
々
を
中
心
に
保
健
師

の
訪
問
活
動
を
継
続
。

政
策
目
標
４

　

村
有
林
を
活
用
し
、搬
出
間
伐
や

皆
伐
事
業
、作
業
道
開
設
の
実
施
、環

境
保
全
林
で
の
強
度
の
間
伐
事
業
の

実
施
。

　

私
有
林
で
は
、森
林
組
合
が
実
施

し
て
い
る
属
地
計
画
に
加
え
、村
有

林
の
属
人
計
画
に
私
有
林
を
含
め

た
計
画
を
樹
立
し
て
計
画
地
域
を

拡
大
。
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
し
た

私
有
林
で
、境
界
の
明
確
化
や
搬
出

間
伐
、作
業
道
開
設
な
ど
村
が
直
接

管
理
を
実
施
。

　

山
か
ら
木
を
出
す
た
め
、間
伐
材

価
格
安
定
化
対
策
事
業
や
伐
採
奨

励
金
事
業
補
助
金
、林
業
機
械
レ
ン

⬇

⬇⬇

⬇

⬇
新
年
度
の
施
政
方
針

　

平
成
26
年
第
１
回
村
議
会
定
例
会

（
３
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
）が
開
か

れ
、更
谷
村
長
が
平
成
26
年
度
の
施

政
方
針
を
示
し
ま
し
た
。そ
の
主
な
内

容（
要
約
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
政
方
針

特集

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

自
主
自
立
の
村
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（更谷村長）
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タ
ル
リ
ー
ス
助
成
事
業
、作
業
道
整

備
事
業
、十
津
川
材
集
荷
事
業
等
を

継
続
。

　

林
業
の
６
次
産
業
化
に
向
け
て
、

林
業
振
興
顧
問
に
よ
る
指
導
、木
材

加
工
品
研
究
事
業
や
家
具
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
を
継
続
。

　

森
林
組
合
木
材
加
工
流
通
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、村
内
製
材
所
と
の

連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、生
産
力
の

向
上
に
向
け
専
門
家
の
指
導
・
助
言
。

　

十
津
川
型
住
宅
の
手
引
書
の
作
成
。

　

橿
原
ア
ル
ル
の
木
灯
館
で
、消
費

者
へ
の
情
報
発
信
や
村
公
認
の
建
築

士
に
よ
る
建
築
相
談
会
を
実
施
。

　

農
業
で
は
、復
旧
し
た
ワ
サ
ビ
田

で
種
苗
の
植
え
付
け
と
、新
た
な
ワ

サ
ビ
田
の
調
査
な
ど
を
実
施
。

　

村
独
自
の
伝
統
野
菜「
十
津
川
タ

カ
ナ
」の
栽
培
、「
十
津
川
の
雑
穀
」

の
特
産
品
化
。

　

農
林
産
物
の
生
産
力
の
維
持
拡

大
や
新
た
な
販
売
先
の
確
保
な
ど

を
目
的
に
、生
産
設
備
を
整
備
す
る

農
事
組
合
法
人
な
ど
に
対
し
、経
費

の
半
額
を
助
成
す
る
地
域
農
業
生

産
緊
急
対
策
整
備
事
業
補
助
を
２

年
間
実
施
。

　

鳥
獣
害
対
策
は
、害
獣
の
個
体
数

を
減
少
さ
せ
る
た
め
捕
獲
奨
励
金
事

業
を
継
続
。
猟
友
会
と
連
携
し
た

新
た
な
狩
猟
免
許
所
持
者
の
確
保
。

　

観
光
事
業
は
、源
泉
か
け
流
し
宣

言
、大
峯
奥
駈
道
と
熊
野
参
詣
道
小

辺
路
の
世
界
遺
産
登
録
か
ら
10
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
、村
の
宝
物

を
千
年
先
ま
で
残
し
て
行
く
た
め
、

関
係
団
体
や
村
民
の
み
な
さ
ん
と

共
に
オ
ー
ル
十
津
川
村
で
村
の
魅

力
を
発
信
。「
ま
た
訪
れ
た
く
な
る

村
」の
実
現
。

　

観
光
協
会
が
発
行
す
る
７
千
枚

の
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
旅
行
券
事
業

補
助
を
継
続
。

　

地
域
の
新
た
な
産
業
・
雇
用
創
出

に
向
け
た
団
体
の
取
り
組
み
を
公

募
・
採
択
し
事
業
費
を
助
成
す
る
地

域
産
業
の
活
性
化
応
援
補
助
事
業

を
継
続
。

　

平
谷
の
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
十
津
川

村
支
店
の
旧
建
物
施
設
の
跡
地
利

用
を「
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
村
づ

く
り
推
進
委
員
会
」で
検
討
。

政
策
目
標
５

　
「
命
の
道
」で
あ
る
道
路
。
産
業
・

生
活
・
福
祉
を
支
え
る
観
点
か
ら
道

路
関
係
予
算
を
優
先
し
た
事
業
を

実
施
。

　

高
齢
化
が
顕
著
な
東
区
東
部
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
た
デ
マ
ン
ド
型
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
。

　

村
内
建
築
業
者
が
施
工
す
る
住

宅
建
築
に
、村
産
材
の
利
用
度
に
応

じ
て
助
成
す
る
十
津
川
村
定
住
促

進
住
宅
新
築
補
助
事
業
を
実
施
。

高
森
地
区
に
村
営
住
宅
一
棟
の
建
設

を
予
定
。

　

火
災
の
初
期
消
火
の
た
め
、平
成

26
年
度
で
全
世
帯
を
対
象
に
消
火

器
の
斡
旋
を
行
い
、各
世
帯
１
台
の

み
２
千
円
の
助
成
を
実
施
。

　

中
串
土
捨
場
の
整
備
は
、中
央
の

山
の
切
り
取
り
に
つ
い
て
県
と
の
林

地
開
発
変
更
協
議
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、そ
の
協
議
書
類
作
成
業
務
委

託
を
実
施
。

　

災
害
時
の
電
力
確
保
の
た
め
、小

水
力
発
電
施
設
を
２
次
避
難
所
な

ど
の
付
近
に
２
箇
所
程
度
設
置
。

　

水
道
施
設
の
整
備
は
、共
同
飲
料

水
供
給
施
設
設
置
事
業
で
７
集
落
、

簡
易
水
道
飲
料
水
供
給
施
設
補
修

補
助
で
２
地
区
を
予
定
。

　

新
年
度
は
下
二
村
地
区
へ
の
給

水
区
域
を
拡
大
す
る
た
め
、小
原
地

区
簡
易
水
道
区
域
拡
張
工
事
を
継

続
。
串
崎
地
区
へ
の
簡
易
水
道
施

設
整
備
に
向
け
た
平
谷
地
区
簡
易

水
道
事
業
変
更
承
認
申
請
業
務
を

実
施
。

政
策
目
標
６

　

大
字
や
区
な
ど
が
行
う
地
域
の

活
性
化
や
元
気
づ
く
り
事
業
に
対

し
て
助
成
す
る「
元
気
づ
く
り
支
援

事
業
」を
実
施
。

　

最
小
の
人
数
で
最
大
の
効
果
を

出
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、職
員
の
人
事
評
価
制
度
や
職

員
研
修
の
充
実
。

　

七
区
懇
話
会
と
の
連
携
や
主
要

事
業
説
明
会
を
行
い
、村
民
の
み
な

さ
ん
と
の
情
報
交
換
機
会
の
拡
大
。

⬇

⬇

あ
っ
せ
ん

政策
目標

1 紀伊半島
大水害からの
復興計画
の推進

2 教育・
生涯学習
の推進

3 地域福祉
の向上

4 地域の
資源を
活かした
産業振興

5 生活環境・
基盤の
充実

6 行財政の
再生、村民
主体の
村づくり
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用
語
解
説

【
歳
入
】

自
主
財
源…

村
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
財
源

村
税…

村
民
の
み
な
さ
ん
や
法
人
な
ど
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
税
金

依
存
財
源…

国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
ま
た
は
割

り
当
て
ら
れ
る
収
入

地
方
交
付
税…

す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
が
一

定
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、国

税
を
財
源
と
し
て
、国
が
配
分
す
る
交
付
金

村
債…

公
共
事
業
な
ど
で
多
額
な
資
金
が
必
要

な
と
き
の
長
期
借
入
金

国
庫
支
出
金…

特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
、国

か
ら
交
付
さ
れ
る
支
出
金

県
支
出
金…

特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
、県
か

ら
交
付
さ
れ
る
支
出
金

【
歳
出
】

議
会
費…

村
議
会
の
活
動
経
費

総
務
費…

全
般
的
な
管
理
事
務
、徴
税
、戸
籍
、

選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

民
生
費…

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、子
育
て
支

援
、生
活
保
護
な
ど
の
経
費

衛
生
費…

保
健
・
環
境
衛
生
、ご
み
処
理
、し
尿

処
理
な
ど
の
経
費

農
林
水
産
業
費…

農
林
業
の
振
興
、生
産
基
盤

の
整
備
な
ど
の
経
費

土
木
費…

道
路
、河
川
、公
園
、住
宅
の
管
理
や

整
備
な
ど
の
経
費

消
防
費…

消
防
・
防
災
活
動
、防
災
基
盤
の
整
備

な
ど
の
経
費

教
育
費…

教
育
の
充
実
や
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
の
経
費

公
債
費…

公
共
事
業
な
ど
で
多
額
の
資
金
が
必

要
な
と
き
に
借
り
入
れ
た
長
期
借
入
金
の
返

済
金

予算

その他の内訳
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方特例交付金

4,300万円
1,000万円
120万円
120万円
60万円
30万円
10万円

繰入金(11.9%)
7億2,725万5千円
村税(10.6%)
6億4,914万8千円
諸収入(2.1%)
1億2,725万8千円
使用料及び手数料(2.0%)
1億2,039万6千円
財産収入(1.3%)
8,292万円8千円
繰越金(0.3%)
2,000万円
分担金及び負担金(0.1%)
388万8千円
寄付金(0%)
50万円

県支出金(4.3%)
2億6,066万円

地方譲与税(1.1%)
6,950万円

その他(0.9%)
5,640万円

国庫支出金(9.2%)
5億6,586万7千円

村債(13.8%)
8億4,820万円

地方交付税(42.4%)
26億円

歳入

61億3,200万円
平成26年度一般会計当初予算

前年度比 １億8,9００万円（3.2%）増

総務費(15.1%)
9億2,620万1千円

議会費(1.2%)
7,148万5千円

予備費(0.2%)
1,000万円

歳出

教育費(17.1%)
10億5,021万4千円

民生費(14.1%)
8億6,540万9千円

土木費(13.5%)
8億2,940万7千円

災害復旧費(2.3%)
1億4,356万3千円

消防費(4.1%)
2億5,275万7千円

商工費(4.4%)
2億7,188万3千円

農林水産業費(8.5%)
5億2,039万6千円

公債費(9.0%)
5億5,403万9千円

衛生費(10.4%)
6億3,664万6千円

いくら入ってきて、何にいくら使うのか。
1年間のむらづくりの計画をお知らせし
ます。

⬇
新
年
度
の
予
算

特集
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■普通建設事業費　　■物件費　　■人件費　　■公債費　　■繰出費　　■災害復旧事業費
■補助費等　　■扶助費　　■維持補修費　　■積立金　　■予備費　　■貸付金　

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

5億5,403万9千円
4億9,000万2千円

1億4,356万3千円
4億8,699万8千円

2億9,407万4千円
1億533万9千円

7,542万6千円

5億5,202万4千円
5億1,258万5千円

3億4,438万4千円
2億8,516万3千円

2億8,249万3千円
9,355万円

7,241万1千円

770万円19億2,094万9千円
10億

7,184万4千円
9億

7,206万6千円

16億3,772万6千円 11億8,435万1千円
9億

6,537万3千円

1,000万円

294万円
1,000万円

26億3,283万7千円
平成26年度特別会計当初予算

合　　計

特別会計名

各特別会計の予算額

平成26年度一般会計予算性質別内訳(前年度比較)

平成26年度 平成25年度 増減額

5億9,944万6千円

5億7,990万9千円

5億1,694万円

5億561万8千円

2億7,290万円

6,520万2千円

4,217万9千円

2,828万8千円

1,231万2千円

1,004万3千円

26億3,283万7千円

5億7,159万4千円

5億9,742万円

3億6,827万9千円

6億896万1千円

2億5,450万円

6,162万1千円

3,906万円

3,234万3千円

1,235万円

1,024万3千円

25億5,637万1千円

2,785万2千円

▲1,751万1千円

1億4,866万1千円

▲1億334万3千円

1,840万円

358万1千円

311万9千円

▲405万5千円

▲3万8千円

▲20万円

7,646万6千円
※増減額の▲はマイナスです。

介 護 保 険 事 業

国 民 健 康 保 険 事 業

貯木場等維持管理事業

簡 易 水 道 事 業

国民健康保険診療所事業

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 サ ー ビ ス 事 業

十 津 川 温 泉 事 業

湯 泉 地 温 泉 事 業

財 産 区 大 字 迫 西 川

前年度比 7,646万6千円（3.0%）増
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⬇
新
年
度
の
主
要
事
業

特集

【簡易水道事業特別会計】
簡易水道管路台帳システム構築事業 1,200万円 水道新規

【一般会計】
➡生活・環境基盤を充実し、安全で快適に暮らせる村づくり

【一般会計】
➡地域の資源を活かした産業を振興し、経済を活性化する村づくり

村道開設改良等事業
奈良県広域消防組合負担金
共同飲料水供給施設設置事業（西中、山天、桑畑、重里、谷垣内、今西、出谷）
林道改築改良事業
トンネル補修工事
橋梁補修工事
急傾斜地崩壊対策事業（負担金）
村営住宅整備事業
生活道路整備事業（補助）
旧JA十津川村支店建物解体工事
旧上野地中学校体育館耐震改修委託
十津川村定住促進住宅新築補助
地域防災計画改定業務委託
デマンド型乗り合いタクシー運行
木造住宅耐震改修補助

5億6,378万9千円
1億6,788万8千円
7,547万3千円

1億2,885万6千円
4,830万円
2,800万円
2,600万円
2,403万円
900万円
460万円
400万円
400万円

453万6千円
237万6千円
150万円

建設
総務
水道
建設
建設
建設
建設
建設
建設
建設
建設
建設
総務
総務
建設

継続
継続
継続
継続
新規
継続
継続
継続
継続
新規
新規
新規
新規
新規
新規

【貯木場等維持管理事業特別会計】
新法人設立運営事業
林業機械レンタルリース助成事業
伐採奨励事業補助
木材製品性能試験、加工品研究事業
間伐材の価格安定化対策事業（間伐材を１万円/㎥で買取り、間伐材の販売）
森林基本計画実施支援事業（林業６次産業化に向け森林基本計画実施支援）
十津川村活性化計画実施支援業務
十津川式省エネ住宅手引書作成業務
十津川材集荷事業（搬出した間伐材を基幹林道や国道から大字林のストックヤードまで集荷）
木灯館管理等委託

6,973万9千円
4,000万円
3,960万円
3,300万円
2,268万円
2,090万円
1,836万円
1,030万円
972万円
600万円

林振
林振
林振
林振
林振
林振
林振
林振
林振
林振

新規
継続
継続
新･継
継続
継続
新規
新規
継続
継続

観光施設整備事業（維持修繕含む）
観光協会「プレミアム宿泊旅行券発行事業」補助
世界遺産登録と源泉かけ流し宣言１０周年記念事業
地域産業活性化応援事業
村有林事業
①村有林での搬出間伐、作業道開設を通じ林業事業体を育成
②森林組合との連携による架線での皆伐事業（後継者育成）
③基幹作業道の開設（基盤整備）
切り捨て間伐事業
①美しい森林づくり基盤整備交付金事業
②施業放置林整備事業（森林環境税を財源とした切り捨て間伐事業）
③村有林内の環境保全林を強度間伐（切り捨て間伐）
私有林管理事業（私有林を村森林経営計画に組込み森林整備を推進）
鳥獣害対策
①防除施設資材購入費に対する補助など
②有害鳥獣の捕獲に対する奨励金の交付など
③狩猟者の確保・育成及び捕獲体制の強化など
④ツキノワグマの出没に備え安全対策の実施
村産材生産、販売促進事業
地域農業生産緊急対策整備事業補助
十津川伝統野菜普及事業

4,483万円
1,555万円

1,183万6千円
300万円

9,380万9千円

6,285万4千円

5,245万6千円

2,708万5千円

1,645万円
500万円
30万円

観光
観光
観光
観光

農林

農林

農林

農林

農林
農林
農林

継続
継続
新規
継続

継続

継続

継続

継続

継続
新規
継続

継続新規 事業名 担当予算



継続新規 事業名 担当予算
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主
要
事
業

【国民健康保険診療所事業特別会計】
医師３名体制・出張診療
医師住宅整備事業
専門診療事業
休日診療事業（月２回土曜日一般診療の実施）

6,407万6千円
2,420万1千円
221万2千円
144万円

福祉
福祉
福祉
福祉

新･継
継続
継続
継続

【国民健康保険事業特別会計】
特定健康診査事業 516万5千円 福祉継続

【一般会計】
➡地域福祉の向上を図り、支えあい元気で安心できる村づくり

障害者福祉（扶助費）
南和広域医療事務組合（運営費・事業費負担金等）
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金事業
生きがい活動支援通所事業
福祉医療（扶助費)
各種健診(検診)事業
予防接種事業（インフルエンザ等予防接種）
妊婦一般健康診査受診補助

1億2,221万8千円
4,919万4千円
2,092万円
2,029万円

1,654万5千円
1,001万6千円
982万5千円
207万5千円

福祉
福祉
福祉
福祉
福祉
福祉
福祉
福祉

継続
継続
新規
継続
継続
継続
継続
継続

【一般会計】
➡教育・生涯学習を推進し、人を活かし共に学びあう村づくり

南部３小学校統合校建設事業
ICT整備事業
小学校施設維持修繕工事
十津川高等学校支援会等補助
歴史民俗資料館改修工事（トイレ・機械室）
学校力アップ事業補助(各学校の学校力向上に向けた取組を支援)
十津川大運動会

6億9,462万5千円
1,822万4千円

931万円
859万5千円
343万5千円
99万3千円
79万9千円

学統
教育
教育
教育
教育
教育
教育

継続
新規
継続
継続
継続
継続
継続

【一般会計】
➡災害からの復旧・復興

災害復旧事業(林道、村道、治山、河川、法定外公共物災害復旧工事)
中串土捨場関連事業
災害対策費（災害対策物品・衛星携帯通話料・避難所機能強化備品整備）
助け合い・支え合い「高森のいえプロジェクト」事業
集落再生プロセスマネジメント業務委託
十津川村元気づくり支援事業補助
復興支援商工・観光事業（被災地域物産販売事業、3町村連携の連泊促進事業）
歴史の道整備事業（小辺路の災害復旧工事）
小水力発電施設モデル事業

1億4,356万3千円
1,930万円

1,514万6千円
808万円

806万8千円
300万円

198万2千円
221万9千円
114万円

建設
生活
総務
福祉
復対
総務
観光
教育
生活

継続
継続
新･継
新規
継続
新規
継続
継続
新規

【簡易水道事業特別会計】
小原地区簡易水道区域拡張事業（池穴､山崎､野尻地区への簡水拡張工事）
出合取水施設災害復旧工事（山手）

3億3,012万1千円
1,040万円

水道
水道

継続
新規

（総務）…総　務　課　　　62-0001
（復対）…復旧復興対策室　62-0001
（観光）…観光振興課　　　62-0004
（農林）…農　林　課　　　62-0005
（林振）…林業振興対策室　62-0005
（教育）…教　育　課　　　62-0003
（学統）…学校統合推進室　62-0003
（生活）…生活環境課　　　62-0907
（水道）…水　道　課　　　62-0908
（建設）…建　設　課　　　62-0904
（福祉）…福祉事務所　　　62-0901

各種事業などの問い合わせ先☎

平成26年度当初予算
の主な事業をお知らせ
します。事業の詳しい
内容は、各担当までお
問い合わせください。
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標高300㍍越えの小高
い位置にあり、国指定の重要
無形民俗文化財の「大踊り」を代
表とする歴史と伝統が継承され、「教
育資料館」や昔ながらの日本の山村風景
が残る地域、武蔵地区。
この土地を愛してやまない東洋文化研究家のアレ
ックス・カー氏がプロデュースし、築100年余の古民家を
改修した十津川産の木のぬくもりあふれる宿「古民家大森の
郷」がこの春、完成しました。
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間取りはいずれも和室

　
こ
の
春
、大
字
武
蔵
地
区
に
古
民
家
を

改
修
し
た
宿
泊
施
設「
大
森
の
郷
」が
完
成

し
ま
し
た
。

　
国
の
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
を
活
用

し
完
成
を
迎
え
た
大
森
の
郷
は
、山
村
の

昔
な
が
ら
の
生
活
、歴
史
や
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

改
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
日
、景
勝
地
を
見
る
だ
け
の
観
光
で

は
な
く
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
と
の
交
流
を

図
る
体
験
型
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
体
験
型
観
光
を
提
供
す
る
大
森

の
郷
は
、地
域
の
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
む
さ

し
地
域
活
性
化
協
議
会
が
、地
域
活
性
化

の
拠
点
と
し
て
、今
後
、運
営
さ
れ
ま
す
。

地
域
で
運
営
　
暮
ら
す
よ
う
に
過
ご
す
宿

大
森
の
郷
が
完
成

After

Befor
明治45年に建設
された改修前の
旧教員住宅→

古民家「大森の郷」
－　概　要　－

▶所 在 地　大字武蔵487
▶木造平屋　99.91平方㍍
▶改修工事　2,295万円
　1棟に和室と洋間の2つの
空間。和室では薪ストーブで
暖が取れる。十津川材をふん
だんに使い、ヒノキ風呂を和室
に、洋間にソファを配備。改修
工事は、地元の大工さんが引
き受け、十津川材を使用。モ
ダンな家具は、デザイナーと
協力した十津川村メイド。屋
根には、山間地方の伝統技法
ウチオロシが施されている。 ６畳間浴室

ダイニングキッチン

－平瀬さんから一言－
　古民家改修のきっかけは、地域の活性化を何とかした
いというみんなの思いから。
　宿泊者に、大踊りを始め地域の歴史や文化に触れても
らいたい。都会の方は満天の星空に感動される。村にあ
るもので村でしか体験できない時間と空間を提供してい
きたい。その中で、我々も都会の方との触れ合いを楽し
みたい。

むさし地域活性化協議会
代表の平瀬肇万さん
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　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190

生活環境課 ☎0746(62)0907

小原診療所

月　日 診療所

整形外科診療日

4
5
5
5

月
月
月
月

日
日
日
日

（土）
（土）
（土）
（土）

19
3
17
31

第 3 週
第１週
第３週
第５週

4
5
5
5

月
月
月
月

日
日
日
日

17
8
8
29

小原診療所
小原診療所
上野地診療所
小原診療所

午前
午前
午後
午前

受付(小原8:30 ～ 11:15 ／上野地13:30 ～ 15:30)

土曜診療日
（受付8:30 ～ 11:15）

（木）
（木）
（木）
（木）

小原診療所 ☎0746（63）0040

　地域や教育機関などと連携し、下記の事業を行う
住民団体に、事業費（上限50万円）を助成します。

－　対象事業　－
・環境をテーマとするプログラムを作成、実行する事業
・地域の環境資源を活用し、保全する事業
・十津川村のバイオマス資源を活用した研究事業

　　【申込期限:５月30日(金)まで】

　高田こども家庭相談センターは、子どもの成長、発
達、行動、しつけなど、さまざまな問題や心配ごとに
ついて、相談を受け付けています。
　吉野町や下市町で、定期的に出張相談会を行いま
すので、ご利用ください。

事前に電話予約をお願いします。
児童福祉司・児童心理司が相談に
応じます。

奈良弁護士会☎0742(22)2035

　無料法律相談会を開きます。相談は無料
ですので、相談ごとのある人は、前日までに
お申し込みのうえ、ご利用ください。

　全国的に医師が不足している中、村では医師の確
保に取り組んできました。新たに１人のへき地診療
所医師の派遣が決まり、４月から医師３人の診療体制
がスタートしました。
　これまで、小原診療所では、午前中の２診体制を週
２日行ってきましたが、4月から、午前中は常時２診体
制となりました。
　また、上野地診療所も診療時間を増やすことがで
きました。これにより、待ち時間の短縮、より丁寧な
診察や検査の充実が図られるとともに、往診の範囲
も拡大することができます。また、新しく診療所か
ら地域に出向く出張診療（神納川地区生活改善セン
ター・東中公民館・玉垣内集会所）も始めます。
　念願の医師３人体制の実現で、村民のみなさんが
健康で安心して暮らせる医療を、今まで以上に提供
できるよう努めます。
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2診制の充実！
詳しい診療体制などは、3月末に
各戸配布したチラシをご確認ください。

環境教育推進事業助成金をご活用ください

5/29　役場第１会議室で無料法律相談会を開きます

子どもの成長、発達、心配ごとなど。ご相談ください

医療の充実！医師３人体制

奈良県高田子ども家庭相談センター
☎0747(23)0304

診療情報

6月6日(金)
8月1日(金)
10月3日(金)
12月5日(金)
2月6日(金)

日時日時

5月2日(金)
7月4日(金)
9月5日(金)
11月7日(金)
1月9日(金)
3月6日(金)

吉 　 野
中 　 央
公 民 館

下 市 町
保 健
センター
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☎
　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 62-0001
観光 62-0004
農林 62-0005
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900
財政 62-0903
建設 62-0904・62-0905
福祉 62-0901・62-0902
出納 62-0906

　　－庁舎３階－
議会事務局 62-0002

　－庁舎地下１階－
生活環境　 62-0907
水道　　　 62-0908

農林課
☎0746(62)0005

農林課
☎0746(62)0005

（一社）五條青年会議所事務局　☎0747(23)0304（平日13時～17時）  

情報広場です

　わんぱく相撲に皆さんも参加してみませんか。五條場所で優勝した小学4～ 6年生の男
子は、8月3日に東京で行なわれる全国大会に出場することができます。
■参加資格　五條市、十津川村、野迫川村に在住の保育所・幼稚園の年中・年長及び小学生の男女
　4月27日（日）12時～ 17時（11時30分開場）
　五條市立五條小学校体育館

　サル・シカ・イノシシなどの獣から農林産物を守るための防除柵の経費につ
いて、補助金を交付します。なお、平成26年度からは、「防鳥ネット」も補助の
対象となります。

※４月から5月末までの間、事業の実施を希望する地区を公募し、採択基準に
より実施地区を決定します。なお、申請には事前に大字内（農地所有者等）で
の協議が必要となります。

補助率100％／上限450万円／補助対象:
資材購入費など／条件:耕作農地が1団地
2反（2,000㎡）以上あること。

　集落住民が一体となって取り組む鳥獣害対策に係る経費について、補助金
を交付します。

※補助限度額は平成29年3月31日までの間で、補助金総額50万円以内。
※人件費は補助の対象となりません。また、クギ・針金・塗料など、補助の対
象とならないものがあります。
※平成25年4月1日から平成26年3月31日までに資材を購入した人は、平
成26年４月末までに申請してください。

第21回わんぱく相撲五條場所

有害鳥獣防除施設設置事業補助金

鳥獣害対策集落環境整備事業補助金

広域的な侵入防止柵の設置

事業内容 補助率・条件

補助率100％／上限:50万円／補助対象：
賃金など

不要果樹、田畑の見通しを
さえぎる樹木の伐採など

資材購入費（1ｍあたりの単価3,000円以内）の60％電気柵・ワイヤーメッシュ柵

資材購入費（1ｍあたりの単価3,000円以内）の50％防除網・柵

資材購入費（1㎡あたりの単価3,000円以内）の50％シイタケほだ場防除柵

柵の種類 補助率・条件

鳥獣被害の悩み。
補助事業の活用を
ご検討ください。

広域侵入防止柵の設置例
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２
月
14
日
か
ら
17
日
ま

で
第
25
回
県
外
研
修
で
６

名
が
北
海
道
新
十
津
川
町

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

新
十
津
川
町
青
年
会
と

の
意
見
交
換
会
で
は
、団
員
数

の
減
少
と
い
う
同
じ
悩
み
の

中
、そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
団
活
動

の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、交
流
会
で
は
、十
津

川
村
で
獲
れ
た
猪
肉
と
高
菜

を
持
参
し
、「
シ
シ
す
き
」と

「
め
は
り
寿
司
」を
一
緒
に
作

り
ま
し
た
。
両
品
と
も
評
判

が
良
く
、村
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
十
津
川
町
と
の
深
い
絆
、

温
も
り
い
っ
ぱ
い
の
も
て
な

し
、自
然
の
厳
し
さ
な
ど
な
ど

体
感
し
た
研
修
で
し
た
。

　

青
年
団
と
し
て
、両
町
村
の

伝
統
を
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

と
繋
い
で
い
き
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
、馬
見
丘
陵
公
園

で「
第
９
回
市
町
村
対
抗
子
ど

も
駅
伝
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
奈
良
県
の
子
ど
も
た
ち
の

体
力
向
上
を
目
的
と
し
た
大
会

で
、村
か
ら
も
小
学
校
５
年
、６

年
生
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
の
予
選
会
で
選
ば
れ

た
選
手
た
ち
は
、下
校
後
、保
護

者
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
中
学

校
な
ど
に
集
ま
っ
て
練
習
を
重

ね
て
、大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

結
果
、村
の
部
３
位
、全
37

チ
ー
ム
中
26
位
と
大
健
闘
。
仲

間
と
の
き
ず
な
や
監
督
・
コ
ー
チ

の
指
導
で
ど
ん
ど
ん
自
分
が
成

長
で
き
た
こ
と
を
感
じ
て
く
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

青
年
団
　
新
十
津
川
町
を
研
修
訪
問

両町村の青年のきずながここに

村では、大学、高等学校などの学生に奨学金
の貸与を行っています。

（※厳正な審査の上、奨学生を決定します）
●貸与条件
①向学心に富み学習態度が良好と認められる学生
②大学及びこれに準ずる学校、または全日制高等学
校に在学中の学生

③経済的理由で、修学が困難と認められる学生
④保護者が村内に３年以上居住し、引き続き居住す
る見込みがある人

●貸与内容
(１)学校教育法による大学及びこれに準ずる学校
　⇒貸与月額３万円、貸与人数２人以内
(２)学校教育法による全日制高等学校
　⇒貸与月額２万円、貸与人数３人以内
●貸与期間
　卒業までの正規の最短期間
●申込書類
・奨学金貸与申請書
・成績証明書（最終に卒業した学校）
・在学証明書（Ｈ26年４月現在、在学している学校）
●申込・お問い合わせ
　締切５月１５日（木）教育課　☎0746(62)0003

最後まで全力でタスキリレー 子
ど
も
駅
伝
大
会

奈
良
県
市
町
村
対
抗大

健
闘
！

教
育
だ
よ
り

第
70
号

学生のみなさんへ！ 奨学金貸与のお知らせ
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　２． 被用者保険の被扶養者であった人への軽減措置
後期高齢者医療制度に加入する前日に被用者保険（健康保険組合や共済組合などの医療保険〔市町村国保や
国保組合は対象となりません〕）の被扶養者であった人は、これまでと同様に所得割がかからず、均等割額の９
割軽減も継続されます。

【所得割額軽減の基準】
所得割額を負担する人のうち、賦課のもととなる所得金額が58万円以下の人は、所得割額が５割軽減されます。（年
金収入のみの場合、153万円超211万円以下の人）

【均等割額軽減の基準】
世帯（世帯主及び被保険者）の総所得金額など（医療費控除や社会保険料控除など各種控除をする前の額）により判
定します。

※１　改正後は、単身世帯についても対象となります。
※２　軽減対象所得の基準額がこれまでの35万円から、改正後は45万円に引き上げられます。
・65歳以上の公的年金受給者は、軽減判定で年金所得から15万円が控除されます。
・世帯主が後期高齢者医療制度の被保険者でない場合、その世帯主の所得も軽減判定の対象となります。
・軽減判定は、４月１日（４月２日以降新たに加入した場合は加入した日）の世帯の状況で行います。

お問い合せは福祉事務所☎0746（62）0901

➡

➡

　1． 所得の少ない被保険者への軽減措置
所得の低い人は、世帯（世帯主及び被保険者）の所得水準に応じて保険料が軽減されます。

▶保険料の軽減  平成26年度以降の保険料軽減措置について

➡

➡

基礎控除額（33万円）を超えない世帯で、「被保険者全員が年金収入80万円以下」の世帯
（その他各種所得がない場合）

保険料率

平成24年・25年度
これまで これから

賦　　課
限 度 額

●均等割額　 44,200円
●所得割額　　　 8.1%

550,000円

保険料率

平成26年・27年度

賦　　課
限 度 額

●均等割額　44,700円
●所得割額　  　8.57%

570,000円

基礎控除額（33万円）を超えない世帯

2割軽減
5割軽減

8.5割軽減

9割軽減

基礎控除額(33万円)＋45万円(※２）×世帯に属する被保険者数を超えない世帯
基礎控除額(33万円)＋24.5万円×世帯に属する被保険者数(※１）を超えない世帯

▶保険料率

保険料率改定のお知らせ
－　後期高齢者医療保険から　－

※どんなに所得の高い方でも年間保険料は５７万円が
　上限となります。

　後期高齢者医療制度は、皆さんの保険料のほか、現役世代からの支援金と国
や県、市町村が負担する公費によって運営されています。医療機関の上手な受
診と毎日の健康づくりで医療保険制度をみんなで支え合いましょう。

２年ごとに保険料率が見直
されます。また、平成２６年
度からは、県下で統一の保
険料金になります。
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▶大和高田年金事務所　☎0745（22）3531
▶住民課（国民年金窓口）　☎0746（62）0900

―　お問い合わせ　―

●
子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

遺
族
基
礎
年
金
は
、子
の
あ
る

妻
ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、子
の
あ
る
夫
に
も
支
給

さ
れ
ま
す
。

●
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る

遺
族
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る

遺
族
の
範
囲
が
、「
配
偶
者
、子
、

父
母
、孫
、祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉

妹
」か
ら
、「
３
親
等
内
の
親
族
」

（
甥
・
姪
、お
じ
・
お
ば
、子
の
配
偶

者
な
ど
）ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納

期
間
が
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保

険
者
が（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な

ど
）保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た

期
間
は
未
納
期
間
と
さ
れ
、年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
未
納
期
間
が
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

●
繰
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場
合
で

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
を
受
け
取

れ
ま
す

　

老
齢
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
日
か
ら
５
年
経
過
後
に
繰
下
げ

の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、請
求

の
翌
月
か
ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、改
正

後
は
請
求
が
遅
れ
た
と
き
で
も
、

５
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
か
ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１

年
を
待
た
ず
に
請
求
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

　

障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
障
害
厚

生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
障
害

の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
、そ
の

前
の
障
害
状
態
の
確
認
な
ど
か
ら

１
年
の
待
機
期
間
を
経
た
後
で
な

け
れ
ば
年
金
額
の
改
定
請
求
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、改
正
後
は

省
令
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
程
度

が
増
進
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
場
合
は
、１
年
を
待
た
ず
に
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
障
害
者
特
例
に

よ
る
支
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す

　

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
障

害
の
状
態（
障
害
厚
生
年
金
の
１

級
か
ら
３
級
に
該
当
す
る
程
度
）

に
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
特
例

制
度
が
改
正
さ
れ
、す
で
に
障
害

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
請
求
し

た
場
合
に
は
、定
額
部
分
の
年
金

を
受
け
取
れ
る
時
期
が
請
求
月
の

翌
月
で
は
な
く
、老
齢
厚
生
年
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
と
き
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と

な
っ
た
場
合
に
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す

　

年
金
の
受
給
者
が
所
在
不
明
と

な
っ
て
１
カ
月
以
上
経
過
し
た
場

合
、世
帯
員（
住
民
票
上
の
世
帯

が
同
一
の
方
）は
そ
の
旨
を
年
金
事

務
所
へ
届
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（
生
存
の
事
実
確
認
が
で
き
な
い

場
合
は
、年
金
の
支
払
い
が
一
時
止

ま
り
ま
す
）

平成26年度の国民年金保険料額は、月額15,250円となりました。

４月１日から改正された内容をお知らせします



国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

こんなときに 届け出に必要なもの
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こんなときには必ず
14日以内に届け出ください

▶福祉事務所　☎0746（62）0901
―　お問い合わせ　―

国保だより

職場の健康保険の被扶養者でなくなっ
たとき

他の市区町村から転入してきたとき

子どもが生まれたとき
生活保護を受けなくなったとき
外国籍の人が加入するとき

職場の健康保険をやめたとき

被扶養者でない理由の証明書、印章（ハンコ）

転出証明書、印章（ハンコ）

保険証、母子健康手帳、印章（ハンコ）
保護廃止決定通知書、印章（ハンコ）
在留カードなど

資格喪失証明書（または、退職証明書）、
印章（ハンコ）

職場の健康保険の被扶養者になったとき

他の市区町村へ転出するとき

被保険者が死亡したとき
生活保護を受けるようになったとき
外国籍の人がやめるとき

職場の健康保険に加入したとき

保険証、死亡を証明するもの、印章（ハンコ）

保険証、印章（ハンコ）

保険証、保護開始決定通知書、印章（ハンコ）
保険証、在留カードなど

国保と職場の健康保険の保険証、印章（ハンコ）
（職場の健康保険が未交付の場合は、加
入したことを証明するもの）

世帯主、氏名が変わったとき

退職者医療制度の対象となったとき

世帯を分けたり、一緒になったりしたとき

修学のため、別に住所を定めるとき

保険証をなくしたり、汚れて使えなくな
ったとき

※上記以外に本人と確認できるものが必要な場合があります。
※７５歳になって後期高齢者医療制度に移行するときは、届け出は不要です。

村内で転居したとき

保険証、在学証明書（または学生証の写
し）、印章（ハンコ）

保険証、年金証書、印章（ハンコ）

身分を証明するもの（使えなくなった保
険証など）、印章（ハンコ）

保険証、印章（ハンコ）

◆届け出が遅れると◆
・国保の資格が発生した月の分まで、さかのぼって国保税を納めることになり
ます。
・その間にかかった医療費は、特別な理由がない限り全額自己負担となります。
・資格がなくなった後で国保の保険証で医療を受けてしまったときは、国保が
負担した分の医療費を後で国保に返還することになります。
・国保と社会保険の保険税（料）を二重払いしてしまうことがあります。



 2014.4 村報とつかわ 18

　

２
月
20
日
と
21
日
、東
京

都
千
代
田
区
の
砂
防
会
館
で
、

「
砂
防
お
よ
び
地
す
べ
り
防
止

講
習
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
、国
や
県
、関
係
機

関
職
員
約
３
０
０
人
が
集
ま

る
中
、講
師
と
し
て
出
席
し
た

更
谷
村
長
が
、平
成
23
年
の
紀

伊
半
島
大
水
害
に
よ
る
被
災

状
況
や
復
興
状
況
、課
題
を

講
演
し
ま
し
た
。
講
演
の
中

で
、堆
積
土
砂
の
問
題
を
取
り

上
げ
、「
堆
積
土
砂
撤
去
の
問

題
は
、ダ
ム
管
理
者
が
行
な
う

範
囲
を
大
き
く
超
え
て
お
り
、

土
砂
発
生
源
か
ら
海
に
流
れ

込
む
ま
で
の
一
連
の
土
砂
管
理

を
国
で
一
元
管
理
す
る
べ
き
。

平
成
29
年
度
ま
で
の
期
限
付

き
で
設
置
さ
れ
て
い
る
近
畿

地
方
整
備
局
紀
伊
山
地
砂
防

事
務
所
を
残
し
、崩
壊
土
砂
の

一
元
管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

河
川
の
堆
積
土
砂
問
題
を
早

期
に
解
決
で
き
る
よ
う
、今
後

も
訴
え
続
け
て
い
き
た
い
」と

提
言
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、災
害
復
旧
後
に

発
生
す
る
土
砂
の
管
理
に
つ
い

て
、国
や
県
レ
ベ
ル
で
議
論
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
、今
回
の

講
演
で
、国
や
県
、関
係
機
関

に
堆
積
土
砂
問
題
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
た

と
考
え
ま
す
。

〇
次
長
級

▼
角
谷
幸
男
・
大
和
高
田
市
浮
孔

西
小
学
校
校
長（
教
育
委
員
会
教

育
次
長（
兼
）教
育
指
導
主
事
）

〇
課
長
級

▼
加
藤
宏
之
・
建
設
課
課
長（
建

設
課
主
幹
）▼
中
西
康
廣
・
教
育

委
員
会
教
育
課
課
長
代
理（
兼
）

教
育
指
導
主
事（
十
津
川
第
一
小

学
校
教
頭
）

〇
課
長
補
佐
級

▼
柏
木
さ
と
み
・
議
会
事
務
局
次

長（
教
育
課
課
長
補
佐
）▼
山
口

一
美
・
小
原
保
育
所
所
長（
上
野

地
保
育
所
所
長
）▼
林
ひ
ろ
み
・

上
野
地
保
育
所
所
長（
小
原
保
育

所
所
長
）▼
乾
耕
輔
・
建
設
課
主

幹
総
括（
建
設
課
主
幹
）▼
丸
谷

眞
史
・
教
育
課
課
長
補
佐（
総
務

課
係
長
）▼
大
前
貴
広
・
建
設
課

主
幹（
建
設
課
係
長
）

〇
係
長
級

▼
梶
嶋
努
・
建
設
課
係
長(

兼)

生
活
環
境
課
係
長（
建
設
課
係

長
）▼
岩
本
哲
也
・
総
務
課
係
長

（
総
務
課
復
旧
復
興
対
策
室
係

長
）▼
玉
置
一
也
・
農
林
課
係
長

（
建
設
課
係
長
）▼
千
葉
陽
一・
農

林
課
林
業
振
興
対
策
室
係
長（
農

林
課
係
長(

兼)

農
林
課
林
業
振

興
対
策
室
係
長
）▼
沼
平
善
史
・

総
務
課
係
長（
総
務
課
主
査
）

〇
主
査
級
等

▼
千
葉
典
子
・
住
民
課
主
査（
議

会
事
務
局
主
査
）▼
和
田
一
幸
・
農

林
課
主
査（
福
祉
事
務
所
主
査
）

▼
玉
置
広
之
・
総
務
課
復
旧
復
興

対
策
室
主
査（
建
設
課
主
査
）

〇
主
事
級
等

▼
中
畑
恵
美
・
議
会
事
務
局
主
事

（
住
民
課
主
事
）▼
森
恭
子
・
診
療

所
看
護
師（
復
職
）▼
金
森
悠
・
県

庁
農
林
部
林
業
振
興
課（
農
林
課

主
事(

兼)

農
林
課
林
業
振
興
対

策
室
主
事
）▼
辻
井
寛
之
・
観
光

振
興
課
主
事（
県
庁
医
療
政
策
部

企
画
管
理
室
主
任
主
事
）

〇
新
規
採
用

▼
大
前
裕
司
・
建
設
課
技
師
▼
高

山
斉
明
・
建
設
課
主
事
▼
下
野
靖

典
・
総
務
課
主
事
▼
東
和
也
・
福

祉
事
務
所
主
事
▼
森
井
ひ
づ
る
・

福
祉
事
務
所
介
護
支
援
専
門
員

▼
後
藤
来
美
子
・
福
祉
事
務
所
保

健
師
▼
東
光
・
農
林
課
主
事

〇
退
職（
３
月
31
日
付
）

▼
玉
置
正
澄（
建
設
課
課
長
）▼

野
平
好
美（
福
祉
事
務
所
主
任
介

護
支
援
専
門
員
）▼
上
谷
み
や
子

（
議
会
事
務
局
係
長
）▼
熊
井
町

子（
西
川
第
一
小
学
校
調
理
員
）

▼
中
畑
あ
い
子（
十
津
川
中
学
校

調
理
員
）▼
丸
山
正
樹（
農
林
課

主
事
）

村
長
の
動
き

役
場
人
事
異
動

砂
防
お
よ
び
地
す
べ
り
防
止
講
習
会
で

崩
壊
土
砂
の一元
管
理
の
必
要
性
を
訴
え
る

役　場（4月1日付）

お知らせします

※カッコ内（　）は旧職

人事異動を



人のうごき人のうごき

■■■■■

稻田　青宙ちゃん（折立）
4月22日生まれ(満2歳)

優しいお姉ちゃんに
なってね☆

父…学　母…由紀子

せ ら

村
の
方
言
な
〜
ん
だ

う
さ
ぎ
の
お
い
し
さ
ん
で
す
。

今
月
の
出
題
は
こ
れ
じ
ゃ
♪

第
１
問　

と
り
こ
ぶ

例　

と
り
こ
ぶ
ま
で
の
靴
下

第
２
問　

と
う
も
り

例　

と
う
も
り
の
ご
飯

第
３
問　

ど
だ
い

例　

ど
だ
い
解
ら
な
い

第
４
問　

と
う
す

例　

ボ
ー
ル
を
と
う
す

第
５
問　

と
う
ら

例　

と
う
ら
で
洗
う

●
３
月
号
の
答
え
合
わ
せ

【
て
け
っ
ち
ょ
う
】頂
上

【
て
ん
ぐ
る
ま
】肩
ぐ
る
ま

【
て
し
ょ
う
ざ
ら
】小
皿

【
て
ん
ご
の
か
わ
】い
た
ず
ら

【
と
り
か
ぎ
】と
か
げ

ウ
サ
サ
サ
サ
サ
（
笑
）

紙
面
に
飛
び
出
し
た

お
い
し
さ
ん
も

探
し
て
ね
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おくやみおくやみ

おめでたおめでた

原田　道一
池田　靖幸

（平　谷）
（込之上）

岡村　容子
岸裏　　愛

（平　谷）
（和歌山市）

ご 結 婚ご 結 婚

稻田　蒼介 　3月13日
父：学　母：由紀子　　（折　立）

（そうすけ） 　男

上坊　正美
中砂千代子
東　　洋子
小幡　一文
愛須　大郎
北　　一弘
井向　福　
中野ミサヱ

94
95
82
87
69
50
91
89

19
1
6
9
12
12
18
25

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

2月
3月
3月
3月
3月
3月
3月
3月

日
日
日
日
日
日
日
日

（湯之原）
（上野地）
（猿　飼）
（滝　川）
（平　谷）
（平　谷）
（七　色）
（上野地）

3 月 1 日と 2 日に村内で、村外の女
性と村内の男性の出会いの機会をつ
くる村婚（むらこん）事業として、
十津川村縁活ツアーが行われました。
今後も、村婚の開催が予定されてい
ます。世界遺産、満天の星空など大
自然を舞台に少しでも多くの方々の
縁がつながるといいですね。

村婚に関するお問い合わせは
観光振興課内
心身再生の郷づくり実行委員会

☎0746(62)0004

■第66回卒業証書授与式
　３月１日、第 66 回卒業
式が行われました。教育
課程を修了した 47 人が、
新たなステージへと飛び
立っていきました。

■中高生徒会、合同活動へ
２月28日、中高の生徒会が合同で行う
初めての特別活動部会を開きました。
部会では、平成26年度に合同で行う生
徒会活動などを討議。活発な話し合い
ができました！
 ■高校入試（結果）
　●中高一貫・特色選抜入試合格者
　　　中高一貫普通コース14人
　　　特色選抜工芸コース14人
　●一般選抜入試合格者
　　　普通コース９人／工芸コース１人
　●2次募集入試合格者
　　　普通コース２人／工芸コース１人

▶材料 (2 人分 )
さんま缶詰1缶、梅干し1個、土しょうが10㌘、
調味料(水100cc、醤油･酒･みりんを各大さじ
1、砂糖小さじ1)
▶作り方
鍋に梅干し、しょうが、調味料を煮立て、
さんま缶の身だけを加えて 3分炊く。

3 月号で誤りがありました。
訂正してお詫び申し上げます。

【3月号 19ページ】
－第 172 回商工会珠算検定合格者－
誤　5級　松寺美由希 ( 平谷小 )
正　5級　松寺美由希 (西川第二小 )

お誕生日おめでとう!

災害備蓄品を使った家庭内レシピ

「今月は、さんま缶の梅さっぱり煮です」

お詫びと訂正

十津川高校だより

（敬称略）

【出典 : 新宮市食生活改善推進協議会】

賞味期限の迫った
備蓄品などでチャ
レンジしてみよう



集落の絶景
通称「天空のさと」と呼ばれている果無集落（大字桑畑）。にほんの里100選にも選
ばれている。山の上にある果無集落を見下ろしたこの写真は、ラジコンヘリから撮
影されたもの。深い山々に抱かれ点在する集落が一望できる。

提供・撮影：中村幸夫さん（大字込之上）

 

 

村っこ広場がさらに充実！ぜひご利用ください

※お願い） 村っこ広場のスタッフは安全確保に努めますが、お子様のケガなどの責任は負いかねますので、保護者の方が責任をもって
　　　　　対応願います。

村っこ広場で
まってるよー

    福祉事務所☎(62)0901

毎週月曜日

日時

場所

内容
月
１
回

毎週水曜日 毎週金曜日

自由遊びや運動遊びなど
(保育士)

手遊びや制作など
(保育士)

平谷小学校体育館
ミーティングルーム
手遊びや制作など

(保育士)
※雨天の場合は
室内遊びに変更

身体計測や育児相談
(保健師・看護師)

身体計測や育児相談
(保健師・看護師)

花園保育所　所庭花園保育所

４月４日から
午前１０時～午後３時

４月１６日から
午前１０時～午後３時

４月１４日から
午前１０時～午後３時

月
１
回

発
行
編
集・お

問
い
合
わ
せ
先：十

津
川
村
総
務
課

〒
637-1333 奈

良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
小
原
225-1

2014（
H
26）年

４
月
１
日・631号

　先月の春の彼岸、お墓参りを済ませ
て、ぼた餅（お団子？）作りに挑戦しまし
た。小豆を水で洗い、鍋でグツグツ。沸
騰したらお湯を捨て、それを3回繰り返
す。その後、小豆がやわらかくなるまで
ホタル火でグツグツ。最後に砂糖と塩
を入れて甘く味付け。冷めたところで丸
くにぎったご飯を小豆餡で包んで完
成。出来上がった感想は「なんと手間
暇かかる料理か」。不意に、お店で売っ
ているあんパンがいとおしくなりまし
た。味は、それなりに小豆餡になってい
ましたが、祖母の味にはほど遠く。ちゃ
んと習っておけばよかったなぁと反省
しつつ、一番きれいに包めたお団子を
仏さんに供えました。 （Y・T）

　町に出て道路で車が渋滞してなか
なか進まないとき、待つのが嫌いで
つい脇道に入ってしまう私。それが
災いして、一方通行の道に迷って
入ってしまい、標識どおりに走って辿
り着いた先は、脇道に入る前の同じ
道。しかも、脇道に入るところよりも、
もっと手前のところに逆戻り。またあ
る脇道では迷ってしまい、やっと出た
大きな道に待っていたのは、別の渋
滞。このときばかりは、「知らない道に
紛れ込んだら後が大変。時間を短縮
するつもりだったのに。今度からは気
長に待とう」と思ってたのですが・・・。
数日後には知らない道を走っていま
した。 （R・M）

●世帯数　1,844世帯（-30世帯）

●人　口　3,690人（-35人）

【平成26年4月１日現在  （　）は前月比】

男性  1,834人（－23人）
女性  1,856人（－12人）

  「
心
身
再
生
の
郷
」 

村
報
と
つ
か
わ
 

にほんの里100選

使い切らない 空にしない 切らさない　１週間分の備蓄を日常に
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